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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

洞　
　
本
政
府
の
T
P
P
（
環
太
平
洋

　
　
経
済
連
携
協
定
）
参
加
表
明
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
盛
ん
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
参
加
し

な
い
と
世
界
の
孤
児
に
な
る
」「
国
を

開
き
、
日
本
経
済
を
活
性
化
す
る
」

な
ど
の
理
由
で
参
加
を
支
持
す
る
意

見
が
あ
る
一
方
、
地
方
議
会
や
農
業

団
体
な
ど
は
「
関
税
の
撤
廃
で
、
農

業
が
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
る
」「
地

域
の
経
済
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

る
」
な
ど
同
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対

す
る
意
見
も
大
き
な
声
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
議
会
に
お
い
て
も
T
P

P
へ
の
参
加
取
り
や
め
の
意
見
書
を

採
択
し
、
政
府
関
係
な
ど
に
意
見
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
T
P
P
と
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
を
中
心
と
し
た
貿
易
の
連
携
協
定

で
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
農
産
物

輸
出
国
を
含
め
た
９
カ
国
で
、
現
在

交
渉
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
同
協
定
で
は
、
交
渉
締
結
時
に
貿

易
総
額
の
90
％
の
関
税
を
撤
廃
し
、

残
り
の
10
％
も
10
年
程
度
で
段
階
的

に
撤
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
除
外
・
例
外
品
目
を
設
け

な
い
関
税
撤
廃
を
原
則
と
し
て
い
て
、

こ
れ
ま
で
日
本
が
締
結
し
て
き
た
E

P
A
（
経
済
連
携
協
定
）
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　
E
P
A
は
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
、

人
の
移
動
、
知
的
財
産
権
の
保
護
、

投
資
、
競
争
政
策
な
ど
様
々
な
協
力

や
幅
広
い
分
野
で
、
両
国
ま
た
は
地

域
間
で
の
親
密
な
関
係
強
化
を
目
指

す
協
定
で
す
が
、
交
渉
締
結
時
に
貿

易
総
額
の
90
％
の
関
税
を
撤
廃
し
、

残
り
10
％
の
重
要
品
目
を
除
外
・
例

外
扱
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
除
外
・
例
外
の
中
に
、
米
や
麦
、

で
ん
粉
、
砂
糖
、
牛
肉
、
乳
製
品
な

ど
日
本
の
食
糧
確
保
の
観
点
か
ら
の

重
要
品
目
、
ま
た
北
海
道
農
業
に
大

き
く
影
響
す
る
品
目
が
入
っ
て
い
た

た
め
、
こ
れ
に
よ
り
農
産
物
を
保
護

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
T
P
P
に
参
加
し
、
原
則
と
し
て

1
0
0
％
関
税
を
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、

特
に
国
内
の
農
業
・
漁
業
は
安
い
農

水
産
物
な
ど
が
輸
入
さ
れ
る
た
め
、

農
漁
業
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、

農
林
水
産
物
な
ら
び
に
流
通
等
の
関

連
産
業
に
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
地
域
社

会
は
衰
退
し
、
私
た
ち
が
毎
日
必
要

と
す
る
食
料
を
海
外
に
依
存
す
る
こ

と
で
、
食
の
安
全
性
に
も
不
安
が
生

じ
ま
す
。

　
安
い
輸
入
品
が
買
え
る
と
喜
ん
で

ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
状
況
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　
更
に
食
料
自
給
率
は
当
然
低
下
す

る
こ
と
と
な
り
、
他
国
の
情
勢
に
よ

っ
て
は
食
料
の
確
保
が
困
難
と
な
る

事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
は
、
T
P
P
参
加
に
よ
る
貿

易
自
由
化
推
進
で
農
業
へ
の
打
撃
が

避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
持
続
可
能
な

力
強
い
農
業
を
育
て
る
農
業
対
策
の

基
本
方
針
を
、
今
年
６
月
を
目
途
に

決
定
し
、
経
済
連
携
の
推
進
と
食
糧

需
給
率
向
上
や
農
業
・
農
村
の
振
興

を
両
立
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
具
体
策
や
財
源
の
め
ど

が
立
た
な
い
中
で
は
、
不
信
感
が
強

ま
る
だ
け
で
す
。
す
で
に
日
本
は
、

食
糧
の
６
割
を
海
外
に
頼
る
世
界
最

大
の
食
料
輸
入
国
で
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
は
自

動
車
や
家
電
産
業
な
ど
輸
出
産
業
が

日
本
の
景
気
の
動
向
を
大
き
く
左
右

す
る
輸
出
国
で
あ
り
、
貿
易
を
基
本

と
し
た
経
済
の
重
要
性
は
十
分
理
解

で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

こ
れ
ま
で
政
府
が
推
進
し
て
き
た
E

P
A
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
交
渉
に

異
を
唱
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招

く
お
そ
れ
の
強
い
T
P
P
参
加
に
賛

成
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
食
料
安
全
保
障
の
根
幹
で

あ
る
国
内
農
業
、
漁
業
を
犠
牲
に
し

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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選挙管理委員会からのお知らせ

洞爺湖町議会議員選挙に係る立候補予定者
事前説明会を次のとおり開催します

　４月24日（日）は、洞爺湖町議会議員選挙の投票
日です。忘れずに投票しましょう。
　なお、今回の選挙も虻田選挙区（定数11）と洞爺
選挙区（定数３）に分けて行います。選挙期日など
は次のとおりです。
■選挙期日　平成23年４月24日
■告 示 日　平成23年４月19日
■住所要件　平成23年１月18日以前に転入をした
　方で、引き続き３月以上居住している方
■年齢要件　平成３年４月25日以前に出生した方
■町内転居　平成23年４月６日現在に住所を有し
　ている選挙区で投票できます。

■月　　日　平成23年３月18日（金）
■時　　間　午後３時00分から
■場　　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
※説明会は、虻田選挙区と洞爺選挙区の合同で行います。な
　お、説明会への入場人数は、会場の都合もあり、１候補者
　２名までとし、資料などの配布は１候補者、１部とします。


